課題解決型学習が社会人基礎力にもたらす効果 : アンケート調査結果からの考察 by 篠原 さやか & 山下 真里




















































6 回目 課題解決型学習 成果発表会





































































































































































n 1回目 2回目 差 有意水準
(1)専門知識も教養も積極的に身につけようとしている 270 3.94 3.98 0.04
(2)何事も自分のこととして受け止めて動くことができる 270 3.58 3.67 0.09
(3)ほかの人が嫌がることにも、積極的に取り組んでいる 270 3.30 3.57 0.27 ***
(4)話し合いなどであまり意見が出ていないメンバーがい
たら、発言を促している
270 3.07 3.31 0.24 ***
(5)周りの人に、目的に向かって一緒に行動するように声
かけをしている
268 3.32 3.42 0.10
(6)モチベーションが低い人がいても、一緒に目的を達成
するように働きかけている
270 3.24 3.32 0.08
(7)失敗を恐れずに、ねばり強く行動している 270 3.39 3.51 0.12 *
(8)自ら目標を設定し、達成するために取り組んでいる 270 3.59 3.76 0.17 **
(9)指示されたことだけではなく、自らやるべきことを見
つけて取り組んでいる






*** p  <0.001, ** p  <0.01, * p <0.05


















n 1回目 2回目 差 有意水準
(10)現状を客観的に分析することができる 268 3.50 3.60 0.10 *
(11)現状分析を踏まえ、取り組む必要がある課題を見つ
けることができる
270 3.48 3.69 0.21 ***
(12)課題を踏まえ、達成すべき目標を設定することがで
きる
270 3.56 3.76 0.20 **
(13)課題に取り組む時は、必要な手順や流れを意識して
計画を立てる
270 3.54 3.75 0.21 **
(14)計画を立てるときには、時間に余裕をもたせるよう
にしている
270 3.54 3.57 0.03
(15)目標に向かって進んでいるか、チェックしながら計
画を遂行している
270 3.26 3.24 -0.02
(16)課題に対して新しい解決方法を考えている 267 3.26 3.45 0.19 **
(17)他人の考えにヒントを得て、新しいアイディアを出
すことができる
267 3.75 3.85 0.10
(18)いくつかの答えを統合して、新しい考え方を打ち出
せる
265 3.51 3.66 0.15 *





























n 1回目 2回目 差 有意水準
(19)相手の立場や気持ちを考えて話している 267 4.10 4.19 0.09
(20)自分の意見を整理した上で話している 267 3.57 3.73 0.16 **
(21)適切な表現や言い回しを考えるなど、わかりやすく
伝えるための工夫をしている
267 3.74 3.91 0.17 **
(22)相手の話をさえぎることなく、最後まで聞くように
している
265 4.01 4.00 -0.01
(23)相手が話しやすい雰囲気を作るようにしている 266 3.94 4.09 0.15 **
(24)相手の話を受けて、それに関する質問をするなど、
積極的に聞く態度を取っている
266 3.88 3.86 -0.02
(25)相手の意見や立場を尊重している 266 4.13 4.19 0.06
(26)他人の意見やアドバイスをすすんで受け入れている 266 3.96 4.05 0.09
(27)自分の考え方ややり方にこだわらず、臨機応変に対
応している
265 3.84 3.78 -0.06
(28)サークルやゼミ、アルバイトなどそれぞれの場におい
て、自分が果たすべき役割や仕事を理解している
266 4.08 4.19 0.11 *
(29)自己中心的な態度をとらず、他の人たちとぎくしゃ
くすることはない
266 3.81 3.96 0.15 **
(30)自分の行動や発言がどのような影響を与えているか
考えている
266 3.78 3.85 0.07
(31)人と約束したことは必ず守っている 266 4.17 4.19 0.02
(32)課題やレポートなどは提出期限を守っている 265 4.48 4.54 0.06
(33)たとえ周囲に見ている人がいなくても、社会のルー
ルやマナーは守っている
266 4.33 4.33 0.00
(34)自分なりのストレス解消法がある 266 3.95 3.99 0.04
(35)嫌なことがあっても、しばらくすれば気持ちを切り
替えることができる 263 3.73 3.82 0.09
(36)ストレスを自分の成長のチャンスとしてとらえてい
る
262 3.09 3.13 0.04
































































































































































21九 州 女 子 大 学 紀 要 第５７巻２号
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Abstract
There is a need to improve students’“Fundamental Competencies for Working Persons,” suggested by 
the Ministry of Economy, Trade, and Industry in Japan in higher education. Over the past few years, authors 
have been using the Problem-Based-Learning approach in Career Design II, which is a mandatory course for 
sophomores of Kyushu Women’s University. Based on the results from two surveys, which were conducted 
prior to and after the Problem-Based-Learning, we found that mean scores for 16 items out of all 36 items were 
statistically significantly higher at the second survey, compared to the first survey. Specifically, there were 
significant mean differences in two surveys on the abilities to identify problems, have a sense of independence, 
make plans, and communicate effectively. These abilities are related to our Problem-Based-Learning activities, 
and we believe that they were effective to improve students’“Fundamental Competencies for Working 
Persons.” We are going to apply the survey results to improve course activities in the future.
Keywords: Fundamental Competencies for Working Persons, Problem-Based-Learning, Active-learning, Group 
projects
